
ポストコロナの新たな未来を拓く北海道づくりを支える社会資本整備

ゼロカーボン北海道の実現

度重なる災害で
多くの人命・財産を喪失

地域産業を支える道路網の形成防災・減災、国土強靱化

新型コロナウィルス感染症の拡大に影響され
ることなく、物流機能を担う道路の重要性を
再確認。
ポストコロナ社会の「新たな日常」を支える
ための環境整備として、高規格道路をはじめ
とする道路整備の促進が必要！

気候変動により激甚化する水害や、切迫する
巨大地震等の自然災害に備え、国土強靱化を
推進するため、５か年加速化対策予算・財源
の確保や、流域治水の推進、高規格道路の
ミッシングリンク解消、暫定２車線区間の４
車線化などが必要！

【要望事項】

令和３年７月 北海道

地域産業の活性化を図り、道民の
生活や社会活動を支える道路網

概要版

施設数が多く
老朽化対策コストが膨大

インフラメンテナンス

ポストコロナを見据え、今こそ集中対策を！
予防保全型へのメンテナンスに移行するた

めには、老朽化対策予算の確実な確保や、維
持管理に活用可能な交付金制度創設など、老
朽化対策に係る財政支援の拡充が必要！

橋梁の１巡目点検結果
（H26-H30）

※外側：全国
内側：北海道

北海道内の健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況
（令和元年度末時点）

道路メンテナンス年報(令和2年9月)※グラフは地方公共団体を対象

北方型住宅の普及
推進など、ゼロ
カーボン北海道の
実現に向けた取組
や技術開発への支
援の充実が必要！

〇南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ（南幌町）

デジタル化の推進による「Society5.0」の実現

建設産業における様々な
課題を解決するため、Ｉ
ＣＴ等を活用するととも
に、新技術開発や人材育
成などのための支援の充
実が必要！

●南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジ（南幌町）

○i-Constructionの推進
〇 ＩＣＴ建設機械による施工状況 〇遠隔操作による現地確認状況

○カーボンニュートラルへの挑戦

（万人）
※ 新型コロナウィルス感染症の

影響により大幅減！！

※観光庁HPより ※国土交通省HPより（Ｅ５道央自動車道深川～旭川鷹栖間）

■ 雪
■ 大雨
■ 台風
■ 地震

災害による被害額は過去５年間で

約4,000億円▼過去の災害被害総額推移
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台風災害
1,626億円

胆振東部
地震災害
1,477億円

北方型住宅2020で創るマチとして、秩序
あるまちなみと豊かな暮らしを実現

ポストコロナ

※ 大型車交通量は、小型車ほどの変化がなく、
物流の重要性を改めて確認！

【ＩＣＴの活用事例】

年間暖房用灯油 約400L減

（一次エネルギー消費量は20％以上減）

〇北方型住宅2020の省エネ性能

建築物省エネ法基準の住宅に比べて
約400Lの省エネを実現

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.html
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.html


地域産業を支える道路網の形成

インフラメンテナンス

※北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（H31.3改定）より

※道が管理する施設の維持管理・更新等に係る経費の見込み額（今後40年間の推計）

▼河川管理施設（樋門）

橋梁の老朽化（2018.4：通行止め）
道道熊牛御影線 十勝橋（清水町）

▼道路（橋梁）

▼砂防えん堤

更新費

7.5 兆円

予防保全型事後保全型

更新・改修費

3.7兆円

維持・修繕費
0.4兆円

維持・修繕費
0.4兆円

3.8兆円
コストダウン

更新・改修費

2.2兆円

維持・修繕費
0.4兆円

R1予算
ベース

40年間累計

コストダウンしても

1.5兆円不足

4
.1
兆
円

7
.9
兆
円

●建設後50年を経過する施設の割合

●トータルコスト縮減額
注1）管理施設数はR3.3末時点
注2）河川管理施設は、堰、樋門樋管、水門、排水機場を示す

ゼロカーボン北海道の実現
【北方型住宅2020の普及推進】

【道路照明等のLED化】 【自転車通行空間整備】

（旧名称）

（旧名称）

●日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震等
大規模自然災害の発生の恐れ

■別保川（釧路町）

■であえーる幸団地（釧路市）
～津波避難ビルの機能を持つ道営住宅～

■ペーパン川 （旭川市）
平成30年7月豪雨

■今後30年間に大地震に見舞われる確率
及び平成28年８月北海道を襲った一連の台風

防災・減災、国土強靱化

●地域区分毎の降雨量変化倍率

H28年８月台風の進路

※国土交通省HPより

平成27年9月豪雨

デジタル化の推進による「Society5.0」の実現

【機械操作の自動化】

～準天頂衛星「みちびき」と「高精度
３Dマップデータ」による自動制御

プラットフォームi-Snow 資料より

【吹雪時の視認性確保】

生映像 処理後

画像処理装置による吹雪映像の鮮明化

北海道ＩＣＴモデル工事現場見学会
におけるICT建設機械操作体験状況

【混雑度の緩和によるCO2の削減】
釧路新道暫定２車線供用後の状況

予防保全により
トータルコストを

縮減しても

年間不足額
1.5兆円÷40年
＝375億円/年

※単純平均

足寄～陸別間 Ｌ=約３１km
当面着工しない区間

20年後には多くの施設で50%を超える

■2020年(R2) ■2040年(R22)

トンネル 河川管理施設 砂防えん堤 護岸
（建設海岸）

下水管渠 道営住宅道路橋
5,698橋 121箇所 5,334基 1,204基

377km
361km 195万m2

ダム
18基

道道美唄達布岩見沢線
西10丁目立体交差（岩見沢市）

道道札幌恵庭自転車道線（北広島市）

美唄川（美唄市）

尻別水系南部川2号ダム（蘭越町）

中標津空港

紋別空港

台風11号

台風９号

台風７号台風10号

※地震調査研究推進本部HPより

北海道北西沖
M7.8程度
0.006％～0.1％

超巨大地震（17世紀型）
十勝沖から択捉島沖
M8.8程度以上
7％～40％

根室沖
M7.8～8.5程度

80％程度

十勝沖
M8.0～8.6程度 9％

色丹島沖及び択捉島沖
M7.7～8.5前後

60％程度

千島海溝

べっぽ
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